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(4) 到達可能集合の強連結成分(到達可能集合内の要素Mo から Mが到達可能ならば， Mから Mo が到
達可能で、あるような Mの集合)はセミリニアである。 (1)の結果から明らかなように，到達可能集合
はセミリニアではないので，これはかなり著しい特徴となっている。したがって，強連結成分に関
する到達可能性問題，包含問題，等価問題などが決定可能となる。
(5) Mo可逆なペトリネットは到達可能集合とその強連結成分が一致するので，到達可能集合はセミリ
ニアであり，到達可能性問題，包含問題，等価問題などは決定可能である。また， Mo可逆かどうか
の判定問題， Mo可逆なペトリネットに関する発火系列集合の等価問題も決定可能である。さらに，
与えられたペトリネットの強連結成分と等しい到達可能集合を持つMo可逆なペトリネットも構成で
きる。
-418ー
論文の審査結果の要旨
本論文は，並行処理系のモデルとして重要なペトリネットに関するいくつかの基本的な判定問題に
対して，否定的あるいは肯定的な解答を与えている。まずペトリネットの到達可能集合に関する等価
問題は決定不能であることを示し，ついで発火系列集合に関する等価問題は 到達可能性問題と等価
であることを示している。また，かなり強い制限の準同型写像の下での発火系列集合に関する等価問
題，優先権あるいはリセット機能を付け加えたペトリネットの到達可能性問題が決定不能であること
を証明している。さらに到達可能集合の強連結成分はセミリニアであり，強連結成分に関する多くの
判定問題が決定可能であり，到達可能集合が強連結かどうかの判定法を与え，与えられたペトリネッ
トの強連結成分と等しい到達可能集合をもっMo可逆なペトリネットの構成法を示している。
これらの成果は，並行処理系に関する理論に新しい知見を与え，計算理論の発展に寄与するところ
が大であり，学位論文として価値あるものと認める。
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